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（１）影響について

◇主要観光入込客数

◇宿泊者数（市内主要26施設）

◇主なイベントの開催状況

－１－

１ 新型コロナウイルスの観光への影響等について

観光地点 年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 合計

八食センター
（休館 4/29～
5/6)

2019 185,210 146,529 173,290 179,381 229,045 913,455

対前年比
67.9%2020 174,456 140,734 127,632 83,869 93,599 620,290

はっち
（休館 4/29～
5/10)

2019 64,522 73,054 68,783 63,699 66,234 336,292

対前年比
66.8%2020 61,453 64,929 47,267 28,048 22,921 224,618

種差海岸イン
フォメーション
センター（休館
4/20～5/10）

2019 2,991 2,596 4,172 9,098 13,539 32,396

対前年比
51.2%

2020 2,903 3,072 5,136 1,991 3,492 16,594

マリエント
（休館 4/18～
5/10）

2019 4,079 2,417 5,514 5,738 8,598 26,346

対前年比
47.2%2020 4,298 3,136 3,172 384 1,458 12,448

はちのへ総合
観光プラザ
（休館 4/25~

5/10)

2019 4,615 4,098 4,176 4,173 4,300 21,362

対前年比
63.6%

2020 5,322 4,330 2,225 1,083 616 13,576

国別 年 １月 ２月 ３月 ４月 合計

日本人 2019 64,946 62,589 68,872 73,068 269,475
対前年比

67.7%2020 59,467 53,425 43,528 26,115 182,535

外国人 2019 805 1,056 856 3,139 5,856
対前年比

34.8%2020 911 855 211 61 2,038

イベント名 開催予定日時 状況

館鼻岸壁朝市 3月中旬～ 開催延期 （7/5 再開予定）

鮫角灯台開放事業 4月中旬～ 当面の間延期

南郷サマージャズフェスティバル 7/11 中止

種差海岸観光まつり 7/12 中止

八戸七夕まつり 7/17-7/19 中止

八戸三社大祭 7/31-8/4 各神社での祭典のみ開催
（山車の運行・展示は中止）



◇その他の影響

○八戸都市圏交流プラザ「8base（エイトベース）」の開業延期

入居先である「日比谷OKUROJI」（ヒビヤオクロジ）の開業延期の影響で、開業予定時期

が当初の2020年６月下旬から９月頃に延期。

○市内の宿泊施設の閉館

八戸シーガルビューホテル 4/14 閉館

新八温泉 5/31 閉館

（２）対策について

◇国および県の施策（主要なもの）

◇市（観光課）の施策（予定）

－２－

実施
主体 概要 事業内容

国 【Go To キャン
ペーン事業】
感染症流行収束後の
一定期間に、消費喚
起キャンペーンを実
施。

Go To Travel キャンペーン

Go To Eat キャンペーン

Go To Event キャンペーン

Go To 商店街 キャンペーン

県 【国内旅行需要回
復緊急対策事業】

県内宿泊モニターツアーキャンペーン
・県民を対象に宿泊キャンペーンを実施し、県内での周遊と消費を
促し、早期の事業者支援を行う。

人と地域をつなぐ「リモート観光」
・県外にいながらも様々な楽しみを満喫できる「リモート観光」を実施し、
青森県への来訪意欲喚起につなげる。

首都圏からのモニターツアー
・県内の着地型観光メニュー等を盛り込んだモニターツアーを実施。

WEBによる情報発信の強化
・青森県観光情報サイト「アプティネット」の改修。

概要 事業内容

「おんでやぁんせ
八戸」観光誘客支
援事業

「新しい生活様式」に対応した旅行形態の推進を踏まえた上で、当市へ
の誘客促進を図ることで地域経済の一日でも早い回復を目指し、宿泊
事業者や交通事業者等を支援。

八戸三社大祭
山車組支援事業

八戸三社大祭の山車運行・展示の中止により収入が減少した山車組
の経済的負担を軽減し、祭りを支える山車組の活動を支援。



１ オープン日時

令和2年5月11日（月）午前10時

２ オープンの延期について

新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言の対象地域が全都道府県に拡大されたことを

受けて、当初予定していた4月17日（金）のオープンを5月11日（月）に延期した。

なお、テープカット、アトラクション、お振舞い等の実施は取りやめた。

３ 来店者実績について

－3－

事 業 者 名
鮫蕪島物産販売合同会社 代表社員 杉本健一
※鮫観光協会、鮫町振興会など地元団体等で構成

機 能 物産販売、飲食提供、休憩所、トイレなど

取 扱 品 目

【土産品等】 水産加工品、缶詰、菓子、グッズ、地元野菜等
【飲食メニュー】 鯖ご飯おにぎり、浜のせんべい汁、八戸産わかめそば、

するめだしいかこんにゃく等
※今後更にメニューを充実させる予定

開 館 時 間 10時～17時（4月～10月） 10時～16時（11月～3月）

定 休 日 火曜日（10月～3月）、12月29日～1月3日

２ 蕪島物産販売施設「かぶーにゃ」について

（参考）

施設名 開館日数 のべ来店者数 平均来店者数

蕪島物産販売施設
28日

（R2/5/11～6/7）
40,435人 1,444人／日

（参考：オープン時比較）
種差海岸休憩所

31日
（H27/7/12～8/11）

43,211人 1,394人／日



－４－

○観光入込客数（観光地点入込で行催事・イベント入込は含まず）

○宿泊者数 ※VISITはちのへ調べ（市内主要26ホテル）

宿泊者数（全体）

宿泊者数（外国人）

月間統計 ※速報値

2019年
1月～3月

897,482人

2020年
1月～3月

803,408人
(前年比90%)

2019年
1月～4月

5,856人

2020年
1月～4月

2,038人
(前年比35%)

2019年
1月～4月

269,475人

2020年
1月～4月

182,535人
(前年比68%)
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３ 八戸市観光統計について
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１．組織体制

【昨年度からの変更点】
経営戦略マネージャーをアドバイザーとし、３課体制を５課体制に変更
ユートリー施設運営など全課業務内容を含めた組織のマネジメントについては常勤人材が行い、外部
の目線で事業へのアドバイスをもらいながら、効率的・効果的な事業展開が可能となる体制に移行

【部会】
推進部会（31団体）
➢圏域市町村から自治体や商工会、観光協会や物産協会などが参画

物産振興部会（11団体）
➢圏域市町村の物産関連事業者などが参画

インバウンド部会（11団体）
➢宿泊・集客施設運営事業者などが参画

二次交通部会（13団体）
➢鉄道・バス・タクシー・レンタカー事業者などが参画

【VISITはちのへメンバーズ加入状況】（2020年3月31日現在）
① 会員数 279団体（前年5月比 117 団体増）

（法人・団体：227件、個人・個人事業：52件）
② 会費収入 6,683,750円（ 868口）

（法人・団体：711口 個人・個人事業主：157口）
③ 事業別（主なもの）

Ａ．飲食 37件（13.3％） Ｂ．宿泊 13件（4.7％） Ｃ．サービス 22件（7.9％）
Ｄ．卸・小売 23件（8.2％） Ｅ．食品加工 29件（10.4％） F．ﾏｽﾒﾃﾞｨｱ・情報 12件（4.3％）
G．印刷・広告 19件（6.8％）

４ VISITはちのへについて



①はちのへローカルマーケットオンラインショップ開設（R2.5.22開始）

新型コロナウイルスの感染拡大の影響により観光客が減少し、また、首都圏の百貨店等で実
施される予定だった物産展等が中止されるなど、圏域事業者の売上が大きく落ち込んでいる
状況へ対応するとともに、全国的なお取寄せ需要に対応するため、オンラインショップを開設。
また、これまでユートリー店頭で毎月実施していたセレクトフェア（月ごとにテーマを設定し、圏
域の季節ごとの商品をPR・販売するイベント）をオンラインショップで展開している。
周知にあたっては、SNSを活用するとともに、首都圏等へデジタル広告を配信し、圏域事業者
の販路拡大につなげていく。

販売品目 ・圏域の物産品を詰め合わせた「はちのへエリア厳選の逸品セット」
・季節限定商品（セレクトフェアと同様に季節ごとの商品を販売。6月は階上町の事
業者と連携して生うにを販売。次回は南部町の事業者と連携してさくらんぼを販売
予定）
・その他、圏域の地場産品を販売（商品は随時追加予定）

販売実績（5/22～6/9） 件数 36件 売上 約24万円

売れ筋 ・「はちのへエリア厳選の逸品セット」

・季節限定商品の生うに

・南部せんべい手焼きセット
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２．新型コロナウイルス対策事業



② 「南部菱刺し」「南部さき織り」マスクの企画・販売（R2.5.11開始）

新型コロナウイルスの感染拡大により全国的にマスクが不足する中、地域の伝統工芸品
の普及拡大を目的に、八戸地域の伝統工芸品「南部菱刺し」、「南部さき織」を使用した
マスクを「西野刺っ娘の会」「八戸さき織の会」と共に企画し、発売した。

販売実績（5/11～6/8） 429個（さき織 256個、菱刺 173個）

○定番商品として今後も販売を継続予定（夏用 マスクも販売予定）

南部菱刺しマスク南部さき織マスク

③事業者応援プロジェクトの実施

新型コロナウイルス感染拡大の影響を受ける

八戸圏域事業者の販路確保による売り上げ

確保や拡大につなげるため、VISITはちのへ

ホームページに紹介ページを開設。
「肉」「魚介類」「農産品」「加工品」「テイクアウト・

デリバリー」の5分類で紹介。
VISITはちのへ会員メールなどにて周知を図り、

希望する32社の情報を掲載。4月下旬～5月末で

ページが見られた回数は約9,000回。

《掲載事業者内訳》

・肉 ：3事業者 ・魚 介 ：3事業者

・農産品 ：6事業者 ・加工品 ：17事業者
・テイクアウト・デリバリー ：3事業者
※テイクアウト・デリバリーに関する市内飲食事

業者は、八戸商工会議所青年部など市内関連

団体紹介ページへの登録を依頼
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